
送処理を圧迫している問題，ルーチング情報がバタつ  

く経路フラッビングと呼ばれる問題などである。  

⑳これらの問題は，全て分散指向のデメリットとして  

仕方の無いことであろうか。もちろん，分散指向でも  

「自己j阻織化」「創ヲ削 という複雑系のパラダイムが実  

現できれば理想ではあるが…一時期ダウンサイジング  

と騒がれた情事闘ヒの波も，やみくもな分散化による弊  

害の反省から，今やTCO削減を狙った集中化0集約  

化という逆の流れになりつつある。  

⑳ユニ記の課題を解決するには，IPv6と呼ばれる次世  

代プロトコルだけでは無理であろう。インターネット  

が「社会インフラ」として一般に定着するためにも，  

ノトjい号の特集である「大域的最適化」の発想が必要で  

はないだろうか。オペレーション全体の効率化，リソ  

ースの有効利欄，伝束酎生も含めた品質の向」l二等が望ま  

れる。OR的発想白手法がまさしく生かされる分野で  

あると思うが如何であろうかの  （吉野秀明）  

編集後記  

⑳「インタ仙ネットの急速な普及により…」という書  

き出しの文書を最近よく酎こする。今や，名刺には電  

子メールアドレスは欠かせなくなっており，広告にも  

URLを掲載する企業が増えてきた。そもそもは軍用  

（ARPANET）からスタートし，主に教育。研究用と  

して限られた範囲で利用されてきたインター・ネットが，  

ここ何年かで急激に一般利用されるようになった屯 今  

やインターネットは，電気⑳ガス①水道⑦電話などと  

同様な「社会インフラ」として認識されつつあるので  

はないだろうか。  

⑳しかしながらヲ mÅNを相互に接続し，草の根的。  

自律分散的に拡大してきたこと，その拡大が急激であ  

ったことから9 現在多くの歪みが生じていることは事  

実である。例えば，良く知られているIPアドレスの  

枯渇問題，ルータ処理の大部分が経路（ルーテング）  

情報の相互交換に費やされてしまい本来のパケット串云  
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